
※1 Good Clinical Practice : 医薬品の臨床試験の実施の基準
※2 代替法の検討（Replacement）、必要最小限の動物の使用（Reduction）、
動物の受ける苦痛や不快の軽減（Refinement）
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　また、当社グループを取り巻く多くのステークホルダーの皆

さまに期待され信頼されるためには、法令や社内規則を遵守す

ることはもちろん、高い倫理観に基づいた公正で誠実な企業活

動の実践が求められます。

　そこで、当社グループでは、企業活動においてとるべき行動

の実践基準を行動規範として定めています。
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日本新薬グループの行動規範（2011年7月改訂）

Ⅰ

Ⅱ

私たちは、経営理念・経営方針に基づき、社会的責任を絶えず
意識し、高い倫理観をもって行動します。また、法令および社
内規則を遵守し、社会との信頼関係を構築します。

私たちは、生命に関連した製品を扱う企業の社員として、資質
向上ならびに仕事の質の向上を図り、創造的に挑戦します。

私たちは、個人の人権・人格を尊重し、安全で快適な職場環境
を維持します。

私たちは、地球環境に配慮した事業活動を推進し、その維持
改善に取り組みます。

私たちは、政治、行政、取引先などとは、健全かつ適正な関係を
保持し、公正・透明で自由な競争を実践します。

私たちは、情報資産を含む会社資産の価値を十分認識し、適
正に取り扱います。

私たちは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的
勢力や団体からの不当・不法な要求には応じません。

私たちは、社会の一員として、社会貢献活動に積極的に取り
組みます。

私たちは、国際的な事業活動においては国際ルールや現地
の法令を遵守することはもちろんのこと、現地の文化や習慣
を尊重します。

私たちは、ステークホルダー（利害関係者）とのコミュニケー
ションを図り、企業情報を適時・適切に開示するなど、信頼関
係を構築します。
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CSRの推進体制

日本新薬グループ行動規範の策定

　日本新薬グループは、CSR基本方針をもとにグループ全体

のCSR活動の充実を図るため、企業活動が社会の常識や期待

に沿うものであるかどうかを確認し、各々の活動の方向性を定

めることを目的として、CSR委員会を設置しています。

　この委員会では、CSR活動の方向性や、各業務部門から上げ

られるCSR活動に関する重要事項について部門横断的に協議

し、必要に応じて取締役会に報告・提案しています。

ステークホルダーとの対話方針

　日本新薬は、CSRを推進し、「患者さん」「取引先」「ユーザー」

「株主・投資家」「従業員」といったステークホルダーの皆さまの

声に耳を傾け、対話することが重要だと考えています。そうし

た対話を通じて得られた要望や意見を企業活動に反映し、ス

テークホルダーへの責任を果たしながら信頼関係を築いてい

きたいと願っています。

　そして日本新薬グループ全体として、ステークホルダーの皆

さまからの期待に応えていくことこそが、企業としての成長に

つながり、ひいてはそれが社会の持続的な発展に貢献すること

になると考えています。

人権の尊重

　日本新薬は個人の人権・人格を尊重し、その主体性と創造性

が最大限に発揮されることで企業も発展すると考えています。

特にハラスメントは個人の尊厳を傷つける重大な問題ととらえ

ています。日本新薬グループでは、あらゆる形態のハラスメン

トの発生を防止し、良好な職場環境を維持することを目的にハ

ラスメント防止規程を制定し、運用しています。またコンプライ

アンス研修などによりハラスメント防止に取り組んでいます。

研究開発における倫理的配慮

　日本新薬では新規医薬品等の研究開発の各段階で、人権や

動物福祉にも配慮した実施体制を整えています。　

　人に対する薬の安全性や有効性を予測する基礎研究では、人

体由来の試料（細胞、組織、血液など）の提供者への倫理的配慮

のため、国の倫理指針（「人を対象とする医学系研究に関する倫

理指針」等）に従って社内規程を定め、社外委員を含む「研究倫

理委員会」で公正・厳正に審査し審査情報も公開しています。

また人での有効性・安全性を確認する臨床試験（治験）では、参加

される患者さんの人権および個人情報の保護、安全の確保、福祉に

対する配慮を最優先しています。薬事法やGCP※1などの各種規制を

遵守するとともに、「社内治験審査委員会」で臨床試験の倫理的、科

学的な妥当性を審査し質の高い臨床試験の実施に努めています。

さらに薬の安全性や有効性を確認する動物実験では、動物

福祉の観点から関連法令やガイドラインに沿って社内規程を

定め、すべての動物実験について「動物実験委員会」で3R※2の

原則が適切に配慮されていることを確認しています。

　日本新薬は、経営理念である「人々の健康と豊かな生活創り

に貢献する」ことを信条とし、医薬品、機能食品事業の持続的

な発展に取り組み、「ヘルスケア分野で存在意義のある会社」を

目指しています。

　そのためには、当社グループのすべての役員、従業員が、経

営方針として掲げている「高品質で特長のある製品を提供す

る」「社会からの信頼を得る」「一人ひとりが成長する」ことを実

践する企業活動が何より大切だと考えています。

地球環境に配慮した事業活動を行い、環境の
保護・維持・改善に取り組み、環境との調和あ
る成長を目指します。

医薬品事業では、病気でお困りの患者さ
んを最優先に考え、有効性、安全性に優
れた医薬品を創出し、提供します。

相互の信頼や公正な取引関係により、取
引先との健全かつ適正な関係を保持し、
ともに成長します。

適正な利潤を確保し株主への利益還元に
努めるとともに、企業情報を適時適切に開
示するなど、健全で公正な経営により、株
主・投資家の期待に応えます。

機能食品事業では、製薬企業としての高い
技術力を活かして、ユーザーのニーズを満た
す質の高い機能食品を創出し、提供します。

安全で働きやすい職場環境を整えるとと
もに、一人ひとりがやりがいと誇りを持っ
て働くことができるよう取り組みます。

企業市民として、社会とのコミュニケーションを
密にし、交流を深めるとともに、社会貢献活動に
も積極的に取り組みます。

患者さんのために

取引先との関係 ユーザーのために

従業員との関係株主・投資家のために

環境のために 社会のために
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CSRの推進についての考え方
日本新薬グループは、自らが考えるCSRを果たすためには、事業活動を取り巻く様々なステークホルダーの期待に

応えることが肝要であると考えています。この考え方を具体的に示すため、ステークホルダーごとに行動方針を定めました。

社会との信頼関係のさらなる構築に向けて社会との信頼関係のさらなる構築に向けて
　企業が社会からの信頼を得て、持続的に発展するためには、経済・社会・環境の3つの側面を
とらえた企業経営が重要です。
　日本新薬グループは、経営理念 「人々の健康と豊かな生活創りに貢献する」を事業活動の軸と
して、高齢社会のニーズに合致した泌尿器系の薬剤のほか、難病で苦しむ患者さんの福音とな
るべく、血液がんや肺高血圧症などの治療薬や人々の健康を維持するための機能食品の提供を
通じて社会に貢献していきます。また、「日本新薬こども文学賞」をはじめとする社会貢献活動の
推進、女性の活躍推進プロジェクト「マルエヌサプリ」活動の推進、さらに環境保全の取り組みの
一環として、絶滅が危惧される植物の保護・育成など生物多様性の保全にも注力していきます。
　今後も、「ヘルスケア分野で存在意義のある」会社を目指して、高い倫理観を持ち、種々のCSR
活動を推進して社会との信頼関係をより一層高めるよう精励していきます。


